
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年８月３０日               NO,６６６ 

 

    柿平観音堂の庚申塔 

 利根沼田には隠れキリシタンが多くい 

たといわれ、遺物も多く残されています。 

 柿平の草に埋もれた庚申塔の二基につ 

いても隠れキリシタンの遺物の可能性が 

高いといわれています。 

 青面金剛の石像には、頭にケバ（神父 

の帽子）をかぶり、スカートのような 

ものをはき、左下の手にはヘビをつか 

んでいるなど一般的な青面金剛の石像 

との違いがあることから、隠れキリシ 

タンの人たちによる信仰の対象とされ 

ていた可能性が高いと考えられています。 

 となりの庚申塔は庚申の文字が彫られている石塔ですが、

台座に彫られている十字に見える花形（花クルス）があるこ

とから、信仰の対象だったのではないかといわれています。 

穴原林道 

         穴原林道は、日影南郷から穴原に通じる

林道で、昭和２７年（１９５２）から工事

がはじめられました。 

         途中にある岩をくり抜いたトンネルは、

利根町を舞台とした映画「春駒のうた」の

ラストシーンで登場しています。 
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９月定例市議会は９月１日に開会し、国の２次補正を受けての新型コロ

ナウイルス感染症対策などの専決処分報告（一般会計補正予算第５号）、令

和元年度沼田市一般会計及び特別会計７件の歳入歳出決算認定、水道事業

剰余金の処分及び決算認定、上之町に移築された日本基督教団教会紀念会

堂の設置及び管理に関する条例の制定について、令和２年度一般会計補正

予算（第６号）と特別会計３件などが提案され審議される予定です。 

令和元年度沼田市一般会計及び特別会計７件の歳入歳出決算認定、水道

事業剰余金の処分及び決算認定については、議長を除く議員で構成する決

算審査特別委員会に付託され審議する予定です。 

 一般質問は、７日から９日までの予定で、大東議員など１２人の議員が

おこないます。  

大東議員の一般質問 

１、 新型コロナウイルス感染症対策について 

・感染拡大の取り組みについて 

２、 防災対策について 

・地域における防災の取り組みについて 

３、 学校教育について 

・生徒の状況と対応について 

※大東議員の一般質問は、９日の２番目で午前１１時２０分ごろからの予

定です。開始時間は前後する場合があります。一般質問など本会議はイ

ンターネット中継され、市議会ホームページから視聴できます。 

 ２０１８年８月から国際交流員として活躍してきたク

リスティーネ・バウアーさんが９月に退任し、ドイツに

帰国するため２２日、２年間の活動報告会が議場でおこ

なわれました。 

 ティーネさんは、毎月 

「広報ぬまた」にドイツ 

の文化などを紹介したり、 

ドイツ料理教室を開くな 

ど、ドイツと沼田の懸け 

橋として活躍しました。 

 沼田市議会では２１日、県市議会議長会の研修会とし

て関幸子氏（ローカルファースト研究所代表取締役）を

講師にリモートでＳＤＧs の研修会をおこないました。 

研修会で関氏は、ＳＤＧs と地方創生などについて具体

的な取り組みついて、Ｓ

ＤＧs に沿った地域づく

りで地方創生をすすめる

ため、議会も議論するこ

とが大切と話しました。 


